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＜目的・内容＞

臨床現場での適切な心理・社会的な対応の工夫について学ぶことを目的とします。今日の社会におけるメンタ

ルヘルスの課題や展望について議論し、文献や事例を通して考察を深めます。

＜学習目標＞

＊様々な精神疾患の心理学的特徴を把握し、その知識を心理療法的アプローチに応用することができる。

＊体験学習や学外活動等での観察と関わりから得られる気づき・洞察を言葉で表現する。

＜授業計画＞

3年次はグループでの作業・活動が主となります。体験学習やディスカッションを通して、自分の興味のあるテ

ーマを見つけ深めていきます。卒業研究のテーマに関連して文献検索を行い、調べた内容を発表し共有しなが

ら、研究の進め方を学び、研究計画を練ります。4年次にはそれぞれのテーマに沿って問題、目的および方法に

ついて検討したうえで実際の調査・研究に着手し、結果と考察をまとめていきます。

担当教員は大学病院、精神科病院、療育センター等にて精神科医師として勤務し多職種からなるチーム医療の

経験を積むとともに、地域の福祉・教育機関との連携を通して育児・発達支援に力を入れてきました。将来的

に広い視野で考え専門性を持って活躍できるような教育活動を目指します。具体的な事例や最新の知見を取り

入れることで、臨床現場での出会いを学生の皆さんに生き生きと実感してもらい、アセスメントと心理支援に

ついて一緒に考え議論していきたいと思います。皆さんの身近な経験から興味を持ったトピックを掘り下げて

いけるよう話題提供ができたらと考えています。

担当教員からのメッセージ

単位取得については特に 3年時は出席を重視します。いろいろな個性の人が安心して暮らせるようになるこ
と、世の中を良くすることに少しでも貢献できるような研究につながるように根気強く取り組んでいけたらと

思います。

ゼミでは、学び方を学び、発見や探求の楽しさ・感動を体験できると素晴らしいと思います。「よく学んだ人

間ではなく、学びつづける人間を育てること」が重要という思いでサポートしていきます。


